
独立行政法人　国際協力機構 無 償

C R (1)
07-231

No.

平成 19 年 12 月

（2007年）

ブルキナ・ファソ国
マラリア対策計画基本設計調査報告書

（簡易機材調査）



独立行政法人　国際協力機構

平成 19 年 12 月

（2007年）

ブルキナ・ファソ国
マラリア対策計画基本設計調査報告書

（簡易機材調査）



序文 
 

 日本国政府はブルキナ・ファソ国政府の要請に基づき、同国のマラリア対策計画にかか

る基本設計調査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施しまし

た。 
 当機構は、平成 19 年 7 月に基本設計調査団を現地に派遣しました。 
 調査団は、ブルキナ・ファソ国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域におけ

る現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 
 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立

つことを願うものです。 
 終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
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 理事    黒 木 雅 文 
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第１章 プロジェクトの背景・経緯 

 

 １－１ 当該セクターの現状と課題 

 

  １－１－１ 現状と課題 

 マラリアはブルキナファソ国（以下「ブ」国という）の公衆衛生上、 も問

題となっている疾患の一つであり、2002 年以降、｢ブ｣国の保健医療施設におけ

る受診数、入院数、死亡数の首位を保ち続けている。2005 年の保健統計によれ

ば、全受診数の 40.1％、全入院数の 53.4％、死亡数の 45.6％がマラリア患者で

ある。特に５歳未満児に関していえば、2003 年から 2004 年にかけて一時的に死

亡数の減少がみられたが、その後 2004 年から 2006 年まで毎年約 600 人ずつ死

亡数が増加しており、罹患率も同様に増加している（図 1）。 

 このようなマラリアの猛威に対処すべく、「ブ」国は 2002 年にロールバック

マラリア（RBM）イニシアティブのアブジャ宣言などに沿ったマラリア対策を導

入し「マラリア対策戦略計画 2002－2005」を策定した。戦略計画では、予防の

強化と、保健医療施設及びコミュニティーにおける患者ケアの改善によって、

罹患率、死亡率を削減することを目標に掲げ、WHO や UNICEF を始めとするパー

トナーの協力のもとに対策が講じられてきた。しかしながら、資金不足や調達

物資の遅延等の理由から目標の達成には至らなかった。「戦略計画 2002－2005」

の終了後に策定された「マラリア対策戦略計画 2006－2010」では、2010 年まで

にマラリアの罹患率及び死亡率を 2000 年対比で 50％削減することを目指し、そ

のための強化活動として、①保健医療施設及び在宅での患者ケアの強化、②ITN

（殺虫剤浸漬蚊帳）の利用及び妊産婦への間欠予防治療の促進による予防強化、

③実施機関である国家マラリア対策プログラム（PNLP）の能力強化を挙げてい

る。しかし慢性的な資金不足は、PNLP の活動を停滞させる主たる要因となって

おり、2006 年は人材育成に不可欠な諸々の研修や、ACT の導入準備も実施され

ず、②で掲げる予防強化策において も重要な ITN の調達にも不足している状

況が続いている。 
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マラリア死亡数と罹患率の推移
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          図 1．マラリア死亡数と罹患率の推移 

 

 

  １－１－２ 開発計画 

 「ブ」国は、2000 年に策定された「国家保健政策（PNS）」の方針に基づき、

2001 年に「国家保健医療開発計画（PNDS）2001－2010」を策定した。PNDS の

上位目標は国民の死亡率及び罹患率の削減であり、この目標を達成するため

に以下の 8つの中間目標を掲げている。 

 ①国の保健医療普及率拡大 

 ②保健サービスの質と利用改善 

 ③伝染病・非伝染病対策の強化 

 ④HIV 感染の削減 

 ⑤保健分野における人的資源の開発 

 ⑥国民の資金難による保健サービスへのアクセス問題改善 

 ⑦保健セクターの財源拡大 

 ⑧保健省における組織能力の強化 

マラリア対策はこのうちの「③伝染病・非伝染病対策の強化」に位置づけら

れている。また「ブ」国は、国連のミレニアム開発目標（MDGs）やロールバ

ックマラリア（RBM）イニシアティブのアブジャ宣言などに沿ったマラリア対

策を継続しており、2006 年に策定した「マラリア対策戦略計画 2006－2010」
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の中で、2010 年までにマラリアの罹患率および死亡率を 2000 年水準の 50％

に削減することを総合目標として掲げている。そのため 2010 年までに、①妊

婦の殺虫剤浸漬蚊帳（ITN）の利用率を 2005 年の 27.5％から 80％に引き上げ

る、②5 歳未満児の ITN 利用率を 23％から 80％に引き上げる、③出産前検診

（CPN）の際にスルファドキシン・ピリメサミンによる間欠予防治療を受ける

妊婦の割合を 2005 年の 0％から 80％に引き上げる等の個別目標を掲げている。

これらの目標達成にあたっては、マラリア対策の調整組織として設置されて

いる「国家マラリア対策プログラム（PNLP）」が実施計画を策定し、地方保健

局（DRS）及び保健行政区（DS）の年次行動を通じて実施されている。 

 

 

  １－１－３ 社会経済状況 

 1987 年の軍事クーデター以降、世銀・IMF 等からの支援が開始され、1991

年に 初の構造調整計画が開始された。以降、政府は財政不均衡や国際収支

の是正、民間部門の強化等各種政策を実施してきた。1994 年の CFA フラン切

り下げ後も国際機関と共同で開発計画を更新し、輸出及び経済成長増加に成

功した。 

 2000 年にサブサハラアフリカで 2 番目に貧困削減戦略文書（PRSP）を策定

し、現在その具体的実施に努めている。この PRSP では、①均衡のとれた成長

の加速、②貧困層の社会サービスへのアクセス保障、③貧困層の雇用拡大、

④所得機会の創出及びグッド・ガバナンスの 4 つを戦略上の柱と位置づけて

いる。 

 2005 年の GDP の構成とその比率は第一次産業が 30.6％、第二次産業が

19.8％、第三次産業が 49.6％であり、労働人口の約 90％が農業に従事してい

る。また、2005 年の GNI は 52 億米ドル、一人当たり GNI は 400 米ドルで、

貧国の一つである。 

 

 

 １－２ 無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 

  「ブ」国政府は、国民の健康に重大な影響を与え、経済発展の阻害要因と

なっているマラリアに対処するため、保健省疾病局に「マラリア対策国家プロ

グラム（PNLP）」を設置し、「マラリア対策戦略計画 2002－2005」を策定し、国

連機関や各ドナー、NGO 等と連携して対策を実施してきたが、目標の完全達成に

は至らなかった。その後 2005 年に「マラリア対策戦略計画 2006－2010」を策定

し、その中心的な目標の一つとして「2010 年までに 80％の妊産婦及び 5歳未満

児が薬剤浸潤蚊帳の中で寝る」ことを掲げ、対策活動に取り組んでいる。これ
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までに妊婦及び 5 歳未満児を対象に全国を対象として約 100 万帳の蚊帳を配布

してきた。しかし、上記の目標達成のため 2007 年には約 110 万帳の薬剤浸潤蚊

帳が必要とされているが、「ブ」国政府が負担出来る部分は、厳しい財政事情に

より限られており、各ドナーに協力を要請しているが依然として目標には及ば

ない状況になっている。このため、「ブ」国は我が国に対して「ブ」国全域の公

共保健施設の産院で出産する妊婦に、無料で薬剤浸潤蚊帳が行き渡るよう、同

蚊帳の調達について無償資金協力を要請してきたものである。 

 

 

 １－３ 我が国の援助動向 

          （単位：億円） 

実施 
年度 

案件名 金額 概要 

2003 年 母と子の健康対策 
（医療特別機材供与） 

0.2 東部保健衛生地区内のファガ、ボガンデ、ディアパガ
保健衛生管区に対し 2.65 万帳の蚊帳（LLITNs）供与

2004 年 母と子の健康対策 
（医療特別機材供与） 

0.2 東部保健衛生地区内のファガ、ボガンデ、ディアパガ
保健衛生管区に対し 2.576 万帳の蚊帳（LLITNs）供与

2005 年 母と子の健康対策 
（医療特別機材供与） 

0.19 東部保健衛生地区内のファガ、ボガンデ、ディアパガ
保健衛生管区に対し 2.1 万帳の蚊帳（LLITNs）供与

 

 

 １－４ 他ドナーの援助動向 

                            （単位：千ドル） 

実施 

年度 
機関名 案件名 援助額 援助 

形態 
概要 

2002 ～

2007 年 

WHO マラリア対策プロ

ジェクト 

2,167 無償 主に技術・資金協力と蚊帳・顕微鏡な

どの機材供与 

2003 ～

2007 年 

UNICEF マラリア予防プロ

ジェクト 

175 無償 東部、中東部、サヘルの全保健区で 2

歳未満児に蚊帳供与、予防啓発活動 

2004 ～

2005 年 

グローバルフ

ァンド 

マラリア撲滅プロ

グラム支援 

7,499 無償 妊婦と 5 歳未満児への蚊帳供与(全保

健区)、予防啓発活動 

2005 ～

2006 年 

オランダ マラリア対策プロ

ジェクト 

1,232 無償 PSI を通じて妊婦対象に蚊帳を供与、

蚊帳再含浸キャンペーン 

2005 年 ルクセンブル

グ 

マラリア対策プロ

ジェクト 

10 無償 UNICEF を通じて蚊帳供与（東部地方）

2004 ～

2005 年 

PSI マラリア対策プロ

ジェクト 

68 無償 ソーシャルマーケッティングでの蚊

帳配布 

2002 ～

2007 年 

Plan Burkina 母子保健/エイズ

プロジェクト 

1,114 無償 南西部、中北部で蚊帳配布、啓発教育

2007 ～

2009 年 

世界銀行 マラリア対策支援

プロジェクト 

7,000 有償 妊婦と5歳未満児への蚊帳無償供与と

ソーシャルマーケッティングでの配

布 
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第２章 プロジェクトを取り巻く状況 

 ２－１ プロジェクトの実施体制 

 

  ２－１－１ 組織・人員 

 本プロジェクトの主管官庁は保健省である。また、本プロジェクトの実施機

関は保健省の疾病対策局に属する国家マラリア対策プログラム（PNLP）である。

図 2 に本計画の主管官庁である「ブ」国保健省組織図を記す。疾病対策局職員

数は約 90 名であり、PNLP を含む 8つの国家プログラムを抱える。 

 
保健大臣
 Ministre

次官局

Secretariat General 

大臣官房

 Cabinet

エイズ・性感染症対策委員会

le Comite Ministeriel de Lutte contre le VIH /SIDA et les IST du Secteru Sante 

保健特別顧問

 le Conseil Superieur de la Sante

私設秘書

 d’un Secretatiat Particulier

儀典

 Protocole

技術顧問

 de Conseillers Tecniques

保健サービス監督局

 de l ’Inspection Generale des Services de Sante

地方組織

STRUCTURES DECONCENTREES
中央組織

STRUCTURES CENTRALES
付属機関

STRUCTURES RATTACHEES
ミッション関連

STRUCTURES DE MISSION

人事局

Direction des Ressources Humaines

調査計画局
Direction des Etudes et de la 

Planification

財務管理局

Direction de l ’Administration et des 
Finances

通達・省庁出版局

Direction de la Communication et de la 
Presse Ministerielle

公共・民間医療施設総監督局
Direction Generale de la tutelle des Hospitaux Puglics et du 

sous -Secteur sanitaire Prive

医療設備・機材メンテナンス局

Direction venerale des ifrastructures , des Equipements et de la 
Maintenance

薬局薬剤・研究所局

Direction Generale de la Pharmacie , du Medicament et des 
Laboratoires

保健衛生総局
Direction Generale de la Sante

・生物薬剤研究所局 (Direction des Laboratoires )
・薬局薬剤局 (Direction de la Pharmacie et du Medicament )
・伝統医療・薬剤推進局 (Direction de la Promotion de la Medicine et de la 
Phrmacopee Traditionnelles )

・機材局 (Direction de Infrastructures Sanitaires ) 
・医療設備局 (Direction des Equipments Sanitaires )
・機材ﾒﾝﾃﾅﾝｽ局 (Direction de la Maintenance et de la Logistique )

・公的医療施設監督局 (Direction des Hospitaux Publics )
・セクター別民間医療施設局 (Direction du sous -Secteur sanitaire Prive )

地方保健局

Directions Regionales de la Sante

県保健局
Directions Provincnciales de la Sante

保健行政区局

Districts Sanitaires

・外科付き医療センター (CMA)
・保健社会向上ｾﾝﾀｰ (CSPS)

・大学総合病院（国立病院）　(CHU (CHN))
・地方病院 (CHR)
・労働者保健所 (OST)
・必須ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品・医薬消耗品購入ｾﾝﾀｰ

(CAMEG)
・薬剤製造所 (MEDIFA)
・公衆衛生研究所 (LNSP)
・国立保健衛生学校 （ENSP)
・国立輸血ｾﾝﾀｰ (CNTS)
・国家マラリア調査・検査機関 (CNRFP)
・ﾇﾅ保健調査機関 (CRSN)
・ｻﾝﾄﾙ・ﾐｭﾗﾂ医学研究所 (CM)

保健医療システム地方分

権化支援小委員会

 (CADSS)

保健国家開発計画委員会
2001 -2010
(CS/PNDS)

保健顧問

(CNS) 

・栄養局 (Direction de la Nutrition )

・家族保健局（Direction de la Sante de la Famille )

・予防接種局（DIrection de la Prevention par les Vaccinations )

・疾病予防局（Direction de la Lutte contre les Maladies )

・衛生保健教育局（Direction de I ’Hygiene Publique et de I ’Education pour la Sante )

PNLP

 

          図 2．「ブ」国保健省組織図 

 

 実施・運営機関である PNLP は保健衛生総局内の疾病対策局の下に位置する。

PNLP の組織図を図 3に記す。PNLP はマラリア対策の調整組織であり、1992 年に

創設され、1995 年に再編され現在に至る。(i)マラリア対策活動の調整、(ii)
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マラリアに関するオペレーショナルリサーチの推進、(iii)殺虫剤浸漬蚊帳の定

期的調達確保、(iv)治療プロトコールの確立、の役割を担い、職員数は 23 名（ｺ

ｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1 名、事務管理 5名、昆虫学 3名、計画/モニタリング評価 3 名、予防・

ベクターコントロール 2名、治療 5名、広報 1名、その他 3名）である。 

 
     図 3. PNLP 組織図 

 

 「ブ」国は 13 州 45 県からなるが、保健省はこの区分を基本とし、13 の地方

保健局（DRS）と 45 の県保健局（DPS）、55 の保健行政区（DS）を設置している。

実質的には殆どの DS が県保健局の役割を兼任している。DRS は主に①中央機関

や管轄する DPS、DS と連携をとりながらその地方の保健行政に携わる、②管轄

内の公立・民間保健施設の活動調整・監査・監督、の役割を担い、各種統計を

四半期毎に保健省に報告する。図 4に、DRS の 1 例としてオーバッサン地方保健

局（DRS）の組織図を示す。 

 

           図 4．オーバッサン地方保健局（DRS）組織図 
 

ｵｰ･ﾊﾞｯｻﾝ保健局 
保健・環境整備

教育課 栄養局・州出張所 

疾病対策 /
社会特定層
保護課 

秘書課 人事課 薬事・医療
設備課 財務・設備課 インフラ・設

備・保守課 

ｹﾈﾄﾞｩｺﾞｳ県保健局 ﾄｩｲ県保健局 ｳｪｯﾄ県保健局 

ｵﾛﾀﾞﾗ 
保健行政区 

ｳｱﾝﾃﾞ 
保健行政区 

ﾎﾞﾎﾞﾃﾞｭﾗｯｿ･ 
ｾｸﾀｰ 15 
保健行政区 

ﾀﾞﾝﾃﾞ 
保健行政区 

ﾎﾞﾎﾞﾃﾞｭﾗｯｿ･ 
ｾｸﾀｰ 22 
保健行政区 

PNLP ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰWHO 支援 

ﾏﾗﾘｱ対策ｷｰﾊﾟｰｿﾝ 

ﾏﾗﾘｱ対策主導 

国家委員会 

秘書室

治療および薬剤

予防課 
媒介蚊対策課 ｿｰｼｬﾙ･ﾓﾋﾞﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ課 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価・

資料課 
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 保健行政区（DS）では①活動計画の立案と保健プログラムの実施、②管轄内全

ての保健社会向上センター（CSPS）の活動調整・監視・監督、が主たる役割と

なる。末端医療施設から報告される各種統計を四半期毎に DRS へ報告する。図 5
に DS の 1 例として、オーバッサン地方保健局が管轄するボボデュラッソセクタ

ー15 保健行政区（DS）の組織図を示す。 

 

       図 5．ボボデュラッソセクター15 保健行政区（DS）組織図 

  

 末端医療機関となる保健社会向上センター（CSPS）は住民 1万人を対象とし、

半径 10km 間隔を目標に設置する整備が進められている。スタッフ数は小規模な

CSPS では 3 名程度だが、規模が大きくなると二十数名のスタッフをかかえる

CSPSもある。疾病統計は毎週、傷病数や各種活動報告書は毎月DSへ報告される。

図 6にボボデュラッソセクター15DS 管轄下のボボデュラッソセクター24保健社

会向上センター（CSPS）の組織図を示す。 

 

保健センター：看護師長 

診療所 受付・会計
必須ジェネリック 

医薬品倉庫 母子保健

診療・治療・看護室

診断室 

注射室 

処置室 

予防接種拡大プログラム 

産前検診 家族計画 産院 栄養検診

出産後プログラム 産後ケア

図 6．ボボデュラッソセクター24 保健社会向上
センター（CSPS）組織図 

医療長 

秘書室 

保健行政区薬
品分配倉庫 

管理課 

予防接種拡
大ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

緊急医療班
付医療ｾﾝﾀｰ
(CMA) 

保健促進ｾﾝﾀｰ 
(CSPS) 

企画課 

保健情報・ 
ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽｾﾝﾀｰ 

診療課 

環 境 整 備 情
報・教育・広
報課 
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  ２－１－２ 財政・予算 

 「ブ」国の国家予算、保健省予算並びに PNLP の予算を表 1に記す。国家予算

に対する保健セクターの占める割合は 2006 年から 8％台に上昇しているが、経

済・開発省は 2010 年には 15％台までに引き上げる意向である。しかし、マラ

リア対策に国家から割り当てられる予算は 2007 年で 486,826,000 FCFA（国家

予算の 0.053％、保健省予算の 0.605％）と限られている。 

 

       表 1．国家予算、保健省予算ならびに PNLP 予算   (単位：千 FCFA) 
  2005 2006 2007 

国家予算 796,185,620 911,759,099 925,135,151

人件費 13,575,653 15,949,707 18,165,907

運営費 9,165,482 11,955,582 12,204,674

運搬経費 13,190,123 15,284,398 17,159,144
通常予算 

投資支出 12,958,879 24,077,866 32,936,488

疾病金庫 65,400 76,000 61,153
特別会計 

重債務貧困国支援 14,176,522 6,200,000 - 

総額 63,132,059 73,543,533 80,527,366

保健省

予算 

国家予算に占める保健省予算の割合 7.9% 8.1% 8.7%

医薬品購入費 19,125 199,601  486,826 

蚊帳購入費（PNLP 用） - 148,000  - 

総額 19,125 347,601  486,826 

PNLP 

予算 

国家予算に占める PNLP 予算の割合 0.002% 0.038% 0.053%

国家予算 - 114.5% 101.5%

保健省予算 - 116.5% 109.5%予算対前年比 

PNLP 予算 - 1817.5% 140.1%

                       DAF（財務管理局）からの資料        
                        交換レート 1,000 FCFA＝1.52 ユーロ 
 

PNLP によれば、保健省財務管理局（DAF）から対策用予算を割り当てられたのは

2006 年以降であるという。2006 年 1 月から 5 月までの PNLP の支出内訳を表 2

に記す。燃料費として、DRS に 2,600,000 FCFA、DS に 8,250,000 FCFA が割り当

てられている。 
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     表２．PNLP 支出内訳（2006 年 1～5 月）  単位：（FCFA） 

 費目 支出 支出に占める割合 

1 医薬品購入 467,950,629 84.7% 

2 啓蒙活動費 37,456,515 6.8% 

3 燃料費 23,250,200 4.2% 

4 維持費 5,104,444 0.9% 

5 事務所経費 5,730,340 1.0% 

6 NGO 支援費 9,725,000 1.8% 

7 研修費 2,970,000 0.5% 

 合計 552,187,128 100％ 

                  PNLP 資料（2006 年 1 月～5 月分） 

 

各地方保健局における財源は、国家予算（2 割前後）、PADS（保健医療開発支援

プログラム、3 割前後）、その他は各プログラムへの支援金やドナーからの拠出

金からなっている。表 3にカスカド地方保健局の財源（2006 年）を記す。 

 

   表 3．カスカド地方保健局の財源（2006 年）     （単位：FCFA） 

2006 年 
財源 

金額 ％ 

国家予算 16,997,000 24.54 

PADS（保健医療開発支援プログラム） 24,563,192 35.46 

ボボデュラッソ・バンフォラ地方における母子死亡予防お
よび HIV/エイズによる死亡予防対策 

20,265,345 29.26 

WHO 1,867,538 2.70 

MLAL（イタリアの NGO） 1,500,000 2.17 

グローバルファンド（結核対策） 1,062,500 1.53 

国家リンパ系フィラリア症撲滅プログラム 903,400 1.30 

地方予算 1,610,000 2.32 

その他 495,000 0.71 

合計 69,263,975 100 

              出典：PLAN D’ACTION 2007 (カスカド地方保健局) 

  

 なお、PADS は PNDS（国家保健医療開発計画）の財政支援（コモンバスケット）

をしているパートナー（オランダ、スイス、フランス、UNFPA、世銀等）の資金

運営を行う組織である。毎年 CSPS、DS から提出されるマイクロプランの内容に

ついて PADS が精査した後に DS と契約して予算が送付される。分配される予算
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の 75％は貧困率など決められた指標により自動的に算出されるが、残り 25％は

各 DS の成果や指標の改善状況などにより増減される。また、既にパートナーが

介入している DS に対しては減額している。 

 

 

  ２－１－３ 技術水準 

 PNLP は「マラリア対策戦略計画 2002－2005」に沿って蚊帳の配布を行ってき

た。その結果、2005 年では就寝時に蚊帳を利用する 5 歳未満児と妊婦の割合が

2001 年の 12.4％から 23.17％（5 歳未満児）、10％から 27.50％（妊婦）に増加

している。また、地方及び保健行政区にはモニタリングシステムが設置されて

いる。マラリアに関するデータは年齢別（5 歳未満児、5 歳以上、全年齢）に、

軽症例数、重症例数、重症患者死亡数、総症例数、致命率（重症患者死亡数を

重症例数で割って 100 を乗じる）が月毎にまとめられ、下位保健施設から上位

保健施設へ報告されている。 

  

 

  ２－１－４ 既存施設・機材 

 PNLP は倉庫を保有しておらず、これまでに中央に一括納品された蚊帳は保健

省の中央ガレージとハンセン帳入院病棟に保管されていた。また、蚊帳運搬用

のトラックは所有せず、必要に応じて民間業者から随時賃貸している。蚊帳の

配布は地方レベルでは行われず、保健行政区(DS)で実施される。DS は 30～60 ㎡

の倉庫を有し、 低 1 台のピックアップが配置されている。また、末端医療機

関の保健社会向上センター（CSPS）には 10～20 ㎡程度の倉庫があり、1 台のオ

ートバイが配備されている。 

 

 

 ２－２ プロジェクトサイト及び周辺の状況 

  ２－２－１ 関連インフラの整備状況 

 「ブ」国は総延長 12,349km の指定道路網を有している。本プロジェクト対象

の保健行政区のうち、シンドウ DS（カスカド地方）、サポネ DS（中南部地方）、

マンガ DS（中南部地方）を除いた保健行政区へは舗装道路が通じている。電力

については、コンピエンガとバグレに施設があり、コードジボアール国やガー

ナ国などの隣国と連携されている。 
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  ２－２－２ 自然条件 

 「ブ」国はサハラ砂漠の南に位置する内陸国で、西アフリカの中央部を占め

ている。北西はマリ、北東はニジェール、南方はベニン、トーゴ、ガーナ、コ

ート・ディヴォワールと国境を接している。国土面積は 274,200 ㎢（日本の約

70％）で人口は 13,944,644 人（2006 年推計）である。国土の大部分は海抜 250

～300m の起伏に乏しい準平原状地形を呈し、広くラテライトに被覆されている。

諸処に侵食を免れた幅 100～1,000m、延長数㎞、標高 400m ないし 500m の丘陵が

分布する。「ブ」国はスーダン型の熱帯気候に属し、長い乾季（10 月から 4月）

と短い雨季（5 月から 9 月）の交替を有する。雨季の長さと年間降水量により、

スーダン地帯（5 ヶ月以上の雨季、年間降水量 1,000～1,300 ㎜）、スーダン･サ

ヘル地帯（雨季は 4～5ヶ月、年間降水量 600～1,000 ㎜）、サヘル地帯（雨季は

3～4ヶ月、年間降水量 400～600 ㎜）の 3つの気候地帯に区別される。 

  

      

ワガドゥグ（首都）における月別平均気温と降水量
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        図 7．ワガドゥグにおける月別平均気温と降水量 

         （出典：理科年表平成 18 年版 東京天文台）   

  

  ２－２－３ 環境社会配慮 

 本プロジェクトは、蚊帳の調達であり、実施にともなう環境への影響はない

と考える。 

 

 ２－３ その他（グローバルイシュー等） 

 保健（マラリア）分野において、ブルキナファソにおけるマラリア対策に貢

献する。 
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第３章 プロジェクトの内容 

 

 ３－１ プロジェクトの概要 

① 上位目標とプロジェクト目標 

 ｢ブ｣国は、2006 年に策定された「マラリア対策戦略計画 2006－2010」の中で、

2010 年までにマラリアの罹患率及び死亡率を 2000 年水準の 50％に削減するこ

とを総合目標として掲げている。そのため 2010 年までに、①妊婦の殺虫剤浸漬

蚊帳（ITN）の利用率を 2005 年の 27.5％から 80％に引き上げる、②5 歳未満児

の、ITN 利用率を 23％から 80％に引き上げる、等の個別目標を掲げている。 

 本プロジェクトは、上記国家マラリア対策戦略の目標を達成するために必要

な長期残効蚊帳（LLIN）を調達することにより、妊婦及び新生児の 80％が ITN

の下で寝るという目標の達成を支援するものである。 

  

② プロジェクトの概要 

 本プロジェクトは上記目標を達成するために、産前健診と連携して公共保健

施設で出産する妊婦に蚊帳を配布し、蚊帳の利用促進を図ることとしている。

これにより、妊婦と 5 歳未満児の 80％が就寝時に ITN を使用することが期待さ

れている。 

 

 

 ３－２ 協力対象事業の基本設計 

  ３－２－１ 設計方針 

① 基本方針 

（１）協力対象品目 

  「ブ」国が我が国に要請した機材は以下の 4品目である。  

1) 殺虫剤浸潤蚊帳（L180cm×W150cm×H150cm、目合：20/cm2） 

 要請書では長期残効型殺虫剤含浸蚊帳（LLIN）とあるのみで特に銘柄指定は

ないが、WHO の推薦を得ている LLIN とする。現在 3銘柄（Olyset Net, PermaNet, 

INTERCEPTOR）が推薦を受けている。 

 

        表 4. WHO 推薦 LLIN 

製品名 製造会社 WHO 推薦 材質 繊維 目合 

/cm2 

含有殺虫剤 

Olyset Net Sumitomo 

Chem. 

有 

(2001年 10月取得)

ポリエチレン 単 6～8 ペルメトリン 

PermaNet Vestergaard 

Frandsen 

有 

(2004年 12月取得)

ポリエステル 複 25 デルタメトリン

INTERCEPTOR BASF AG 有 

(2007 年 1 月取得)

ポリエステル 複 24 アルファ－サイ

パーメトリン 
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2) 蚊帳保管倉庫 

 PNLP は倉庫を保有しておらず、これまでに中央に一括納品された蚊帳は保健

省の中央ガレージとハンセン病入院病棟に保管されているため、管理が容易で

ないとし、50 万帳の蚊帳を収納できる大型倉庫の建設を我が国に要請した。し

かしながら、現地調査において、必須ジェネリック医薬品・医薬消耗品購入セ

ンター（CAMEG）の倉庫に納品することで「ブ」国と合意したため、対象品目か

ら除外した。表 5 に CAMEG のワガドゥグ、ボボデュラッソ営業所の倉庫サイズ

を示す。 

 

   表 5．CAMEG（ワガドゥグ、ボボデュラッソ）の倉庫サイズ 

営業所 倉庫サイズ 

 
ワガドゥグ 

・1,850 ㎡ 
・600 ㎡ 
・1,000 ㎡（保税倉庫として借り上げている） 

ボボデュラッソ ・1,600 ㎡ 

 

3) 蚊帳運搬用トラック 

 中央から各地方保健局（DRS）へ運搬する際、これまで PNLP は民間のトラッ

クを賃貸していたため今回の要請に至った。しかしながら、今回の蚊帳の配送

は CAMEG の医薬品配布システムを利用して中央から DS へ運搬することで「ブ」

国と合意したことから、対象品目から除外した。表 6 に CAMEG（ワガドゥグ、

ボボデュラッソ）所有車輌について記す。 

 

         表 6．CAMEG（ワガドゥグ、ボボデュラッソ）所有車輌 

営業所 車輌 台数 状態 

40t トレーラー 2 良好 

13t トラック 1 良好 

 
購入・ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ部門 

ピックアップ（ダブルキャビン） 1 良好 

7t トラック 2 良好 

3.5t 大型バン 1 良好 

ピックアップ 1 良好 

ライトバン 1 良好 

 

 
ワガドゥグ営業所 

ハイエース（ワンボックス） 3 良好 

13t トラック 1 良好 

7t トラック 1 良好 

ハイエース（ワンボックス） 1 良好 

 
ボボデュラッソ営業所 

ピックアップ 1 良好 



 14

4) 啓発活動用四輪駆動車 

 資機材の輸送や ITN 使用促進キャンペーン、啓蒙活動用に利用する目的で要

請に至ったが、本協力対象事業においては上述のとおり CAMEG の配布システム

を利用することで合意を得ており、中央から各保健行政区（DS）まで配送され

ることから、啓発活動用四輪駆動車の必要性は低いと判断し、対象品目から除

外した。 

 

 以上の結果、本協力対象事業における協力対象品目は 

  殺虫剤浸潤蚊帳（L180cm×W150cm×H150cm、目合：20/cm2） 

の 1 品目とする。 

 

（２）配布対象 

 要請では、「公共保健施設で誕生する新生児」が配布対象となっている。し

かし、一般にマラリア流行地では妊婦と胎児をマラリアから守ることが重要

課題とされている。マラリアに感染した妊婦は重度の貧血を患い、妊婦自身

の死亡や低体重児の出産を招くことになり、その結果新生児・乳児死亡率を

引き上げることになるからである。そのため WHO はマラリア流行地における

妊婦対策として、(i)効果的なケースマネージメント、(ii) 殺虫剤浸漬蚊帳

（ITN）利用による予防、(iii)間欠予防治療、の 3 つのアプローチを奨励し

ており、妊婦と胎児を同時にマラリアから守ることの重要性を説いている。

更に 2003 年にムウン州で行われた就寝形態調査では、99～100％の子供が母

親と共に就寝すると報告されている(Frey C. et al. Compliance of young 

children with ITN protection in rural Burkina Faso. Malaria Journal 

2006;Aug.14;5:70）。産前検診（CPN）に訪れた妊婦に配布すれば、自動的に

新生児もカバーできることから、より高い裨益効果が得られることが期待さ

れる。したがって、本プロジェクトの配布対象は「公共保健施設へ初回産前

検診に訪れた妊産婦」とすることで「ブ」国と合意した。 

 

（３）対象地域 

 「ブ」国のマラリアはその流行期間の長さから、(i)南部および南西部にお

ける恒常的な流行（通年流行）、(ii)中部における長期の流行（4～6ヶ月間流

行）、(iii)北部における短期の流行（2～3 ヶ月間流行、ただし潜在的な流行

のリスクが存在する）、の 3つに区別されこの流行期間の長さが罹患率に反映

されている。また、2006 年における 5 歳未満児と妊婦の蚊帳のカバー率につ

いては保健行政区間で格差が大きく（6％～162％）、ドナーが介入している地

域ではカバー率が高い傾向にあることが判明した。以上のことから、(i)マラ
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リアの発生期間が長く罹患率が高い地域、(ii)蚊帳のカバー率が比較的低い

地域、(iii)他ドナーが介入していない地域、の 3点を考慮して対象地域を選

定した結果、ムウン地方、カスカド地方、中南部地方、オーバッサン地方、

中央台地地方の５地方を対象とすることで「ブ」国と合意した。 

  

        

       

 表 7. 各地方の概況      （  部が対象地方） 

地方 マラリア
流行期間 

罹患率 
（人口千対）

蚊帳 
カバー率 

ドナー
有無 

主なドナー 

Boucle du Mouhoun 長 448 低 ×  

Cascades 長 713 低 ×  

Centre 中 814 低 ○ 首都であり錯綜し
ている 

Centre Est 長 810 中 ◎ UNICEF、オランダ、
PPTE 

Centre Nord 中 543 高 ◎ Plan Burkina 

Centre Ouest 中 562 低 ○ PPTE 

Centre Sud 長 616 中 ×  

Est 中 558 高 ◎ UNICEF、オランダ、
ルクセンブルグ 

Houts Bassins 中 624 中 ×  

Nord 短 521 低 ○ オランダ、PPTE 

 図 8．対象 5 地方選定理由 
 
（左上：保健行政区別マラリア罹
患率、右上：保健行政区別蚊帳カ
バー率、左下：他ドナー介入状況）
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Plateau Central 中 679 低 ×  

Sahel 短 305 低 ◎ UNICEF、RBM 

Sud Ouest 長 852 高 ◎ Plan Burkina 

                        

（４）数量 

対象 5 州の公共保健施設において、2009 年の 1 年間に、初回産前検診(CPN)を

受ける妊産婦に無償配布するための蚊帳を調達する。必要数量の算出にあたっ

ては、以下のファクターを採用する。 

 2006 年現在の人口：5,035,152 人 

 人口増加率：2.38% 

 妊婦人口比率：5% 

 保健行政区別初回 CPN 受診率：2006 年と変わらないと仮定する。 

 配布目標：初回 CPN 受診者 100%とする。 

 予備在庫：2%（PNLP が経験的に割り出した、破損や遺失の発生率を

示す） 

 
 （計算方法） 
(対象人口)＝(当該行政区人口)×(1+人口増加率)３×(妊産婦人口比率 5%) 
      ×(初回 CPN 受診率) 
(蚊帳必要量)＝(当該行政区配布対象人口)×1.02(予備在庫)、ただし 10 帳単

位で切り上げ 
   合計 233,200 帳の蚊帳が必要と算出される。 
       表８．対象地方における蚊帳必要数 

地方 
2009 年推定

妊婦人口 5% 

初回 CPN 受診率

(2006 年に同じと

仮定） 

初回 CPN

受診者数

予備在庫

2% 
蚊帳必要量 

ムウン 81,672  82.5% 67,379 1,348  68,727  

カスカド 27,145  84.9% 23,046 461  23,507  

中南部地方 38,723  76.9% 29,778 596  30,374  

オーバッサン 82,886  88.6% 73,437 1,469  74,906  

中央台地地方 39,738  85.6% 34,016 680  34,696  

合計 270,164  85.3% 227,656 4,553  232,210  
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  ３－２－２ 基本計画（機材計画） 

（１）全体計画 

 本件で配布する蚊帳は、保健省の倉庫では格納しきれないため、必須ジェ

ネリック医薬品・医薬消耗品センター（CAMEG）のワガドゥグとボボデュラッ

ソの倉庫へ納品し蚊帳の保管・管理は保健省が CAMEG に委託する。CAMEG の既

存医薬品配送システムから、中南部地方、中央台地地方とムウン地方のデド

ゥゴ、トマ、トーガンの 3保健行政区分はワガドゥグの CAMEG 倉庫への納品、

カスカド地方、オーバッサン地方、ムウン地方のボロモ、ノウナ、ソレンゾ

の 3 保健行政区分については、ボボデュラッソの CAMEG への納品となる。各

保健行政区(DS)までは CAMEG の既存の医薬品配布システムを利用して運搬す

る。DS から先は月 1 回程度の頻度で各保健施設が受け取りに行くか、または

DS が 低 1 台は配備されているピックアップで運搬する。末端の保健社会向

上センター（CSPS）にはオートバイが 1 台配備されているので、分割して運

搬する。 

 

     表 9．ワガドゥグ、ボボデュラッソ CAMEG への納品量 

CAMEG 配布対象地 数量 占有体積 対象保健

施設数 

ワガドゥグ Centre Sud, Plateau Central, Mouhoun

の 3 保健行政区（Dedougou, Toma, Tougan）

94,500 帳 340.2 ㎥ 260 

ボボデュラッソ Cascades, Hauts Bassins, Mouhoun の 3

保健行政区（Boromo, Nouna, Solenzo） 

138,700 帳 499.3 ㎥ 305 

  

配布は初回産前検診(CPN)に訪れた妊婦 100％に対して無償配布する。対象

の 5州で CPN が実施されているのは、保健社会向上センター（CSPS）、医療セ

ンター（CM）、外科付き医療センター（CMA）、診療所（Dispensaire）及び産

院（Matrenité）であり、これらの場所を配布拠点とする。更に第 2次医療施

設の地方中央病院（CHU）へも配布する。 
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              表 10．配布拠点 
地方          対象保健施設数 

   保健行政区 
CHU CMA CM CSPS DISP MATER 合計 

Boucle du Mouhoun 1 5 5 139 7 0 157 

 Boromo 0  1 1  27 0  0  29 

 Dedougou 1  0 2  24 5  0  32 

 Nouna 0  1 0  27 0  0  28 

 Solenzo 0  1 0  21 1  0  23 

 Toma 0  1 0  18 1  0  20 

 Tougan 0  1 2  22 0  0  25 

Cascades 1  1 1  58 12 0  73 

 Banfora 1  0 1  34 12 0  48 

 Sindou 0  1 0  24 0  0  25 

Centre Sud 0  4 0  78 4  0  86 

 Kombissiri 0  1 0  18 1  0  20 

 Manga 0  1 0  29 1  0  31 

 Po 0  1 0  18 1  0  20 

 Sapone 0  1 0  13 1  0  15 

Hauts Bassins 1  5 0  138 8  0  152 

 Dande 0  1 0  22 0  0  23 

 Hounde 0  1 0  24 0  0  25 

 Orodara 0  1 0  40 0  0  41 

 Secteur 15 0  1 0  30 8  0  39 

 Secteur 22 1  1 0  22 0  0  24 

Plateau Central 0  3 0  88 4  2  97 

 Bousse 0  1 0  19 0  1  21 

 Ziniare 0  1 0  35 3  1  40 

 Zorgho 0  1 0  34 1  0  36 

本計画対象地域合計 3  18 6  501 35 2  565 
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（２）機材計画 

 本案件で調達する機材は、対象 5州の公共保健施設へ初回産前検診に訪れ

た妊婦に対して配布する長期残効性殺虫剤含浸蚊帳（LLIN）である。したが

って、その必要数量及び各地方・保健行政区ごとの配分は表 11 のとおりで

ある。仕様については以下となる。 

 

＜仕様＞ 

 形状：直方形 

 寸法：幅 160cm×長さ 180cm×高さ 170cm 

 色： 白 

 品質：WHOPES 推奨銘柄 

 

① 幅は原要請の 150cm からメーカー標準サイズの 160cm に変更した。高さ

は 200cm の要請であったが、特注になるため高価で、かつ、生地を多く使う

ために嵩張る（26％増）ことから、これに替わり調達実績があり（ザンビア

では標準サイズ）価格差がさほど大きくないことが確認されている高さ

170cm のタイプのものとする。 

② 色は蚊帳の色として も好まれるという白色とする。 

③ 蚊帳の包装に印刷する図案は、一部を除き提出されなかったが、入札図

書確定（2008 年 2 月頃）までには電子データとして入手する予定である。 

④ WHO の殺虫剤評価スキーム(WHOPES)は現在 3銘柄（Olyset Net, PermaNet, 

INTERCEPTOR）を推薦している。INTERCEPTOR については、現在「ブ」国国

家マラリア研究調査センター（CNRFP）で今年 10 月ころまで試験を実施して

いる。入札図書確定時にその取り扱いについて再協議する。 
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  ３－２－３ 施工計画／調達計画 

   ３－２－３－１ 施工方針／調達方針 

本計画で調達する長期残効性殺虫剤含浸蚊帳（LLIN）は、WHO の推薦銘柄とす

る。調査時点において 3銘柄（Olyset Net, PermaNet, INTERCEPTOR）が推薦を

受けているが、何れも日本及びブルキナファソでは製造されていないため、製

造工場のある第三国（中国、ベトナム、タンザニア、タイ）から調達する。 

 

 

   ３－２－３－２ 調達上の留意事項 

  本計画で調達する LLIN は第三国調達となるため特に問題はない。 

 

 

   ３－２－３－３ 調達・据付区分 

  本計画では据付工事は発生しない。 

 

 

   ３－２－３－４ 調達管理計画 

   

本計画は資機材の調達であり、調達監理は以下の段階で実施する。 

（１）船積み前 

メーカーの工場ないし輸出倉庫において、調達業者立会いの下、機材の照合

検査を行う。船積前検査はコンサルタントが委託した第三者検査機関によって

実施され、その業務内容は以下のとおりである。 

 

① 契約機材リストと船積み書類の照合 

② 数量の確認 

③ 機材仕様および梱包仕様の確認（但し目視により確認できる事項のみ） 

④ その他契約内容との照合 

 

 （２）CAMEG 納入時 

機材検収：保健省、調達業者、コンサルタントの三者が、数量と破損の有無

を確認する。 

 

 

   ３－２－３－５ 品質管理計画 

 WHO の推薦銘柄のなかから調達することで、品質の相当部分はすでに確保さ
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れていると考えられる。加えて、出荷に先立ち、メーカーによる品質検査証の

提出を義務付け、材質、強度、寸法、殺虫剤含有量などについて品質基準を満

たしているかを確認する。 

 

 

   ３－２－３－６ 資機材等調達計画 

本計画で調達する長期残効性殺虫剤含浸蚊帳（LLIN）は消耗品であるため、修

理・保守サービスやスペアパーツ等を必要としない。また WHO 推薦の LLIN を製

造しているのは、調査時点において 3銘柄（Olyset Net, PermaNet, INTERCEPTOR）

のみで日本及びブルキナファソでは製造されておらず、製造工場のある第三国

（中国、ベトナム、タンザニア、タイ）からの調達となる。調達国から海上輸

送とし、トーゴ国ロメ港で陸揚げ後、トラック輸送によりブルキナファソ国ワ

ガドゥグ及びボボデュラッソに運搬し、それぞれで通関後、必須ジェネリック

医薬品・医薬消耗品供給センター（CAMEG）倉庫に納品する。 

 

            表 12． 終納品先 

 

 

   ３－２－３－７ 初期操作指導・運用指導等計画 

  本計画では該当しない。 

 

 

   ３－２－３－８ ソフトコンポーネント計画 

  本計画では該当しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本側納品場所 配布対象地方 数量 

CAMEG 倉庫 
（ワガドゥグ） 

Centre Sud, Plateau Central, Mouhoun（うち 3 保
健行政区：Dedougou, Toma, Tougan) 

94,500 張 

CAMEG 倉庫 
（ボボ・デュラッソ） 

Cascades, Hauts Bassins, Mouhoun（うち 3 保健
行政区：Boromo, Nouna, Solenzo) 

138,700 張 
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   ３－２－３－９ 実施工程 

計画内容 終確認

入札図書作成

入札図書承認

入札公示

図渡し・内説

入札

入札評価

業者契約

機器製作

検査会社打合せ/書類精査

船積み前機検査(第三者機関）

機器輸送

検収(第三者機関）

国内業務 第三国業務 現地業務

12

調
達
工
程

8 9 10 114 5 6 7

実
施
設
計

1 2 3

9 10 11 125 6 7 81 2 3 4

 

 

 ３－３ 相手国側分担事業の概要 

 本協力対象事業の実施にあたっての「ブ」国側負担事項は以下の通りである。   

① 銀行取極を締結すること。 

② 荷揚港における調達資機材の免税措置を取り、迅速な陸揚げ及び通関

を確保すること。 

③ 資機材の調達業務にかかる邦人の入国・滞在に対し必要な便宜を図る

こと。 

④ 調達品及び調達業務に対する関税や内国税その他の財政課徴金を免

除すること。 

⑤ 調達された機材を適切に維持管理しその活用を図ること。 

⑥ 引渡し地から 終利用者（対象者）までの機材の輸送及び配布に必要

な全ての経費（贈与によって負担されたものを除く）を負担すること。 

 

 ３－４ プロジェクトの運営・維持管理計画 

 ワガドゥグとボボデュラッソの CAMEG 倉庫に納品された蚊帳は、保健省の依

頼に基づき CAMEG が保管・管理する。それぞれの CAMEG 倉庫から保健行政区(DS)

までの配布は、CAMEG の既存の医薬品配布システムを利用する。DS から先は月 1

(計 3 ヶ月) 

(計 6 ヶ月) 
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回程度の頻度で各保健施設が受け取りに行くか、または DS が運搬する。妊婦へ

の配布は初回妊婦検診とする。各保健施設及びDSは適切に在庫管理をおこない、

配布結果は DS から地方保健局（DRS）へ、DRS から PNLP へと報告される。以上

は、図 9の模式図にまとめられる。 

 

 

 

           図９．蚊帳配布模式図 

 

 

 ３－５ プロジェクトの概算事業費 

  ３－５－１ 協力対象事業の概算事業費 

 本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は、1.802 億円となり、

先に述べた日本とブルキナファソ国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、

下記(3)に示す積算条件によれば、次のとおりと見積もられる。ただし、この額

は交換公文上の供与限度額を示すものではない。 

契約業者 CAMEG 保健省/PNLP 

地方保健局 

（DRS） 

保健行政区（DS） 保健行政区（DS）

保健施設 保健施設 保健施設 保健施設 

妊婦 妊婦 妊婦 妊婦 

納品 指示･委託 

輸送 輸送 

受取り・配布（月 1 回程度）受取り・配布（月 1 回程度）

配布 配布 配布 配布 

報告 報告 

報告 
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 (1) 日本側負担経費 

  日本側の負担経費は以下の通りである。 

 

区 分 金額(百万円) 

機材調達 166.7 

 機材費 160.3 

 調達管理・据付工事費等 6.4 

 業者による技術指導費 0 

設計監理費 13.5 

 実施設計費 10.9 

 調達・施工監理費 2.6 

合 計 180.2 

 

 (2) ブルキナファソ国負担経費 

  機材調達計画のため、事業費（機材費と設計管理費）は全額日本側の負担

となる。 

 

 (3) 積算条件 

  ① 積算時点：平成 19 年 10 月 

 

  ② 為替交換レート：1US ドル＝119.26 円 

 

  ③ 施工・調達期間：詳細設計、工事（又は機材調達）の期間は、施工工

程に示したとおり。 

 

  ④ その他：積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこ

ととする。 

 

 

  ３－５－２ 運営・維持管理費 

 本協力対象事業は機材（殺虫剤浸潤蚊帳）の調達及び配布のみであるため、

スペアパーツ、消耗品等の新たに必要となる維持費は発生しない。 
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 ３－６ 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

 調達される資機材はワガドゥグとボボデュラッソの必須ジェネリック医薬

品・医薬消耗品センター（CAMEG）の倉庫へ納品される。納品後の蚊帳の保管・

管理は保健省が CAMEG に委託することが確約されている。CAMEG 倉庫から各保健

行政区までは CAMEG の既存の医薬品配送システムを利用して配布されるため問

題はない。しかしながら、「ブ」国保健省には、保健行政区から公共保健施設ま

での速やかな配送及び妊婦への確実な配布が求められる。 

 

 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証 

 ４－１ プロジェクトの効果 

 

現状と問題点 協力対象事業での

対策 

直接効果・改善程度 間接効果・改善程度

財源不足のため

調達できる蚊帳

に不足が生じ、

国家目標の達成

が困難である。 

殺虫剤含浸蚊帳の

調達 

①対象 5 州の妊婦及

び新生児において

2010 年末の国家目標

である「蚊帳の下で

就寝する率 80％」に

到達する。 

②蚊帳の適正使用に

よりマラリアの罹患

率（人口 1,000 人あ

たり 158 人、2006 年）

および死亡率（入院

患者 1,000 人あたり

39 人、2006 年）が減

少する。 

①蚊帳の適正使用に

関する啓発活動の活

発化により、正しい

予防活動が住民レベ

ルで展開される。 

②罹患率の低下によ

り、医療費並びに医

療従事者の負担軽減

化が図られる。 

③罹患率及び死亡率

の低下により、生産

性の向上が期待され

る。 

 

 

 ４－２ 課題・提言 

  ４－２－１ 相手国側の取り組むべき課題・提言 

  １）蚊帳の保管・配布体制 

 蚊帳の保管並びに保健行政区までの運搬について、保健省は CAMEG に委託す

る予定である。しかし、CAMEG が無料で引き受けるのか、あるいは倉庫使用料や

運送費を PNLP に請求するのか、現地調査時点でははっきりとした回答を得られ
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ていない。有料となる場合、保健省はそのための予算措置を講ずる必要が生じ

てくるため、保健省は早急に CAMEG と協議しなければならない。また、2008 年

にグローバルファンド（第 7 期、プロポーザルは提出済み、調査時点では未承

認）から調達される LLIN（約 20 万帳）の保管についても PNLP は CAMEG を利用

する予定であり、仮に本案件と納品時期が重複した場合はスペースの確保が懸

念されるので、その対策を講ずる必要がある。これらの懸念事項については、

調査時に先方政府に対策を講じることを要請し、その確約は得ているが引き続

きフォローが必要である。 

 

  ２）保健施設における配布・報告・モニタリング 

 本案件対象地域では、無償配布のスキームは実施されていないようであるた

め、確実に配布し、モニタリングを行えるシステムを構築する必要がある。西

南地方と中北地方で活動する Plan Burkina の場合、①産前検診での配布、②出

生届提出時での配布、③ワクチン接種時（1歳未満）での配布、と 3通りの配布

法をとっているが、何れのケースでもモニタリングシートが用意されている。

また、月間の配布状況についても記録紙があり、在庫管理が徹底している。昨

年おこなわれた蚊帳の販売プログラムでは、各保健行政区がワガドゥグの保健

省まで蚊帳を受取りに行き、その際代金を支払っていたようであるが、記録法

や報告法については一定のフォームがあるわけではなく、行政区の担当者に任

されていた状態であった。 

 配布・報告・モニタリングシステムを構築するに際しては、既存の方法を活

用することが容易な方法である。初回妊産婦検診では助産師から[健康手帳（母

子手帳）＋鉄剤＋手袋＋抗マラリア薬]が“キット”として処方され、これらを

薬局から無料で受取っている。この中に蚊帳を加えれば初回検診時に確実に配

布することが可能である。健康手帳（妊産婦が管理）と母子カード（医療施設

が管理）の両方に配布済みサインまたはスタンプ押印などの方法を取り入れれ

ば、重複配布を防ぐことができる。また、医療施設での医薬品管理は、1つの医

薬品について 1シートが用意され、6ヶ月に 1度保健行政区からの監査が入るシ

ステムになっている。在庫管理については、医薬品管理と同じ方法でおこなえ

ば担当者の負担が少なくてすむであろう。末端の医療施設から保健行政区まで

の報告は良好であるが、それをとりまとめて上位へ報告する体制に関しては整

備が不十分であるため、報告体制を整えることが必要である。 

 

  ４－２－２ 技術協力・他ドナーとの連携 

 妊婦及び 5 歳未満児への蚊帳の配布プログラムは、各ドナーや NGO の協力の

もと、今後拡大する見込みである。世銀から 60 万帳（2007 年）＋50 万帳（2008
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～2009 年）、グローバルファンドから 189 万帳（2008～2012 年、ただし調査時

点では未承認）、ルクセンブルグから 20 万帳（2007～2008 年、UNICEF 経由のよ

うであるが詳細不明）、が投入され、妊婦と 5歳未満児へのルーチン配布が実施

される予定である（世銀は一部ソーシャルマーケッティングでも販売予定）。ル

クセンブルグの 20 万帳は東部地方へ投入される予定であるが、他の蚊帳は全国

を対象としているため、本案件と重複しないよう留意してもらうよう保健省

（PNLP、PADS）と WHO に調整を依頼済みである。なお、世銀は CAMEG 倉庫では

なく民間から倉庫をレンタルして蚊帳を保管する予定である。また、2008 年に

カナダ赤十字が 210 万帳の蚊帳をキャンペーンで配布することが予想されてい

たが、JICA ブルキナファソ事務所によれば（2007 年 8 月）、この案件の実施の

可能性は極めて低い状況であるらしい。 

 

 ４－３ プロジェクトの妥当性 

 本プロジェクトは「2010 年までに 80％の妊婦及び 5歳未満児が薬剤浸潤蚊帳

の中で寝る」という「ブ」国の国家目標の達成を、殺虫剤含浸蚊帳の調達によ

って支援するものである。 

 （１）裨益効果に関する検証 

  本プロジェクトの裨益対象者は対象 5 州の妊婦約 22 万 6 千人、及び約 21

万人の新生児である。マラリアは妊婦が感染した場合、妊婦は重度の貧血に陥

る可能性が高く、その結果出生する新生児も低体重であることが多い。低体重

児は疾病に対する抵抗力が全般的に弱いため、新生児・乳児死亡率の増加をも

たらすこととなる。したがって、妊婦に蚊帳を配布することにより新生児・乳

児死亡率の低減に直接寄与することなり、BHN にも合致しており、本プロジェク

トの裨益効果は高い。 

  

 （２）上位計画との整合性 

  2000 年に策定された「国家保健政策（PNS）」の方針に基づき 2001 年に策定

された「国家保健医療開発計画（PNDS）2001－2010」の上位目標は、国民の死

亡率および罹患率の削減であり、この目標を達成するために 8 つの中間目標を

掲げている。そのなかの「③伝染病・非伝染病対策の強化」にマラリア対策は

位置づけられている。PNDS をうけて 2006 年に策定された「マラリア対策戦略計

画2006－2010」においては、2010年までにマラリアの罹患率および死亡率を2000

年水準の 50％に削減することを総合目標として掲げ、「予防」と「治療」を戦略

の軸としている。「予防」の中心的目標に掲げられている「妊婦と 5歳未満児の

ITN 利用率を 2010 年までに 80％に引き上げる」、に対して本プロジェクトは直

接的に資することとなり、上位計画に整合している。 
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 （３）運営・維持管理体制の検証 

  「ブ」国では「ロールバック・マラリア」イニシアティブのもと、「マラリ

ア対策戦略計画 2002－2005」を策定し、マラリア対策の調整組織である PNLP を

中心に、妊婦と 5 歳未満児に対して殺虫剤含浸蚊帳の配布を続けてきた。更に

その後策定された「マラリア対策戦略計画 2006－2010」においても、蚊帳の配

布は継続的に実施されていることから、本プロジェクトで調達される蚊帳の配

布に関しては問題ない。 

 

 ４－４ 結論 

 本プロジェクトは、上記のように対象 5 州において多大な効果を与えること

が期待されると同時に、広く住民のBHNの向上に寄与するものであることから、

協力対象事業の一部に対して、我が国の無償資金協力を実施することの妥当性

が確認される。 

 

 

 

 



[資 料] 

 

１．調査団員・氏名 

 

  

 堀内好夫 総括   独立行政法人国際協力機構（JICA） 

     ブルキナファソ事務所長 

 

 泉田隆史 計画管理  独立行政法人国際協力機構（JICA） 

     無償資金協力業務部第 2グループ 

     保健医療チーム 

 

 恩田智子 機材計画  財団法人国際協力システム（JICS） 

 

 黒澤和寛 調達計画/積算  財団法人国際協力システム（JICS） 

 

 増田真由美 通訳   財団法人国際協力センター（JICE） 

  （フランス語） 

資料－1



２
．
調
査
行
程
 

 

順
月
日

曜
日

総
括

計
画
管
理

機
材

計
画

調
達
計

画
/
積
算

通
訳
（
フ
ラ
ン
ス
語

）

1
7
/
1
5

日

2
7
/
1
6

月

3
7
/
1
7

火
保
健

省
協
議

団
員
同
行

4
7
/
1
8

水
団
員
同
行

5
7
/
1
9

木
団
員
同
行

6
7
/
2
0

金
団
員
同
行

7
7
/
2
1

土
団
員
同
行

8
7
/
2
2

日
1
1
2
5
成
田

発
(N
H
2
0
5
)

1
6
4
0
パ
リ
着

団
員
同
行

9
7
/
2
3

月
1
6
1
0
パ
リ
発
(A
F
7
3
0
)

1
9
4
0
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
ー
着

団
員
同
行

1
0

7
/
2
4

火
財
務

省
表
敬

保
健

省
協
議

団
員
同
行

1
1

7
/
2
5

水
外
務

省
表
敬

団
員
同
行

1
2

7
/
2
6

木
ミ
ニ
ッ
ツ
協

議
団
員
同
行

1
3

7
/
2
7

金
P
N
L
P
協

議
ミ
ニ
ッ
ツ
協
議

団
員
同
行

1
4

7
/
2
8

土
団
内

会
議

団
内

会
議

団
内
会

議
団
内

会
議

団
員
同
行

1
5

7
/
2
9

日
団
内

会
議

団
内

会
議

団
内
会

議
団
内

会
議

団
員
同
行

1
6

7
/
3
0

月
ミ
ニ
ッ
ツ
署

名
ミ
ニ
ッ
ツ
署
名

、
J
IC
A
事

務
所
報

告
、

2
2
4
5
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
ー
発
(A
F
7
3
5
)

団
員
同
行

1
7

7
/
3
1

火
0
6
1
5
パ
リ
着

2
0
0
0
パ
リ
発
(N
H
2
0
6
)

団
員
同
行

1
8

8
/
1

水
1
4
3
0
成
田

着
団
員
同
行

1
9

8
/
2

木
団
員
同
行

2
0

8
/
3

金
団
員
同
行

2
1

8
/
4

土
団
員
同
行

2
2

8
/
5

日
団
員
同
行

仕
様
書

協
議
、
N
G
O
訪

問
（
A
.D
.R
.：
農
村

開
発
支

援
）

仕
様
書

協
議
、
C
N
R
F
P
（
マ
ラ
リ
ア
研

究
お
よ
び
教
育

国
立
セ
ン
タ
ー
）
訪
問

J
IC
A
事
務

所
報
告

、
2
0
1
5
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
ー
発

(A
F
7
3
1
)

1
4
3
0
成

田
着

0
6
0
5
パ

リ
着

、
2
0
0
0
パ

リ
発

(N
H
2
0
6
)

サ
イ
ト
調
査

：
ボ
ロ
モ
保
健

行
政
区

P
N
L
P
協
議

、
調
達

関
連
事

情
調

査
ミ
ニ
ッ
ツ
協

議

ミ
ニ
ッ
ツ
署

名
、
J
IC
A
事

務
所

報
告

、
調
達

関
連
事

情
調
査

D
E
P
（
保

健
省
/
調

査
・
企

画
局
）
、
調
達

関
連
事

情
調
査

財
務

省
表

敬
保

健
省
協

議

サ
イ
ト
調

査
：
中

央
台

地
地
方

州
保
健

局
、
ジ
ナ
レ
保

健
行

政
区
、
サ

ワ
ナ
保
健

促
進
セ
ン
タ
ー
、
ジ
ガ
診

療
所

外
務

省
表

敬

ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ
赤
十

字
訪

問
ミ
ニ
ッ
ツ
協
議

1
1
2
5
成

田
発
(N
H
2
0
5
)

1
6
4
0
パ

リ
着

1
6
1
0
パ

リ
発

(A
F
7
3
0
)

1
9
4
0
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
ー
着

J
IC
A
事
務

所
表
敬

、
保

税
倉
庫

（
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
運

営
会
社

）
、
保

健
省
協

議

保
健
省

表
敬
、
P
A
D
S
(保

健
医

療
開
発

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

）
訪

問
、
P
N
L
P
協

議
、
W
H
O
訪
問

P
L
A
N
　
B
U
R
K
IN
A
訪
問

、
U
N
IC
E
F
訪
問

、
グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ァ
ン
ド
訪
問

、
C
A
M
E
G
（
必

須
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
・
医

薬
消

耗
品
調

達
セ
ン
タ
ー
/
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
本

部
）
訪

問

サ
イ
ト
調
査

：
オ
ー
バ

ッ
サ
ン
州
保

健
局
、
C
A
M
E
G
（
ボ
ボ
デ
ュ
ラ
ッ
ソ
）
訪

問
、
セ
ク
タ
ー
1
5
保

健
行

政
区

サ
イ
ト
調
査

：
オ
ロ
ダ
ラ
保

健
行

政
区
、
デ
ィ
エ
リ
保
健

促
進
セ
ン
タ
ー

サ
イ
ト
調
査

：
セ
ク
タ
ー
2
4
保
健

促
進

セ
ン
タ
ー
、
セ
ク
タ
ー
1
5
保

健
行
政

区

資料－2



３．関係者（面会者）リスト 

 
保健省 
Pr Agr. G. Jean-Gabriel OUANGO 保健省事務次官 
Dr. SANOU Souleymane 保健衛生総局長（DGS） 

M. BAMOGO Benjamin 管理・財務局（DAF） 

Dr ZOU Lagoun 調査・企画局（DEP）課長 
M. ZIDA Marcel 調査・計画局（DEP）、援助担当 

M. SOUBEIGA J. Modeste 調査・計画局（DEP)、病院管理 
M. SOME T. Romaric  調査・計画局（DEP）、企画・モニタリング・評価課長 
M. BALIMA Zacharie  保健医療開発支援プログラム（PADS）コーディネーター 
Dr. TIENDREBEOGO Sylvestre 疾病対策局（DLM） 局長 
M. VALIAN Adama 疾病対策局（DLM） 
 
保健省（PNLP） 
Dr. OUEDRAOGO Jean-Eric コーディネーター 
M. DOAMBA Mathias 媒介蚊対策担当 
Dr. OUEDRAOGO Clarisse PNLP 医師 
M. TRAORE Lessi PNLP 管理担当 
 
マラリア研究および教育国立センター 
（CNRFP : Centre National de Recherche et de Formation sur le Paludisme） 
Dr. SIRIMA Sodiomon Bienvenu マラリアワクチン開発プログラム・チーフ 
 
外務省（Ministère des Affaires Etranges et de la Coopération Régionale） 
M. BATJOBO Pascal  アジア・大西洋・カリブ地方局局長 
 
財務省（DGCOOP / Ministère des Finances et du Budget）  
M. SEBGO Léné 協力総局、総局長 
M. YANOGO Alexis 二国間協力局、局長 
M. SOMA Daouda プログラム担当 
Mme SABA W. Pauline プログラム担当 
 
必須ジェネリック医薬品・医薬消耗品調達センター（CAMEG）ワガドゥグ本部 
Dr. YERBANGA Modeste 品質保証・ロジスティック担当チーフ 
M. OUEDRAOGO Sibiri Pascal マネージャー/管理＆人事担当チーフ 
Mme Hien B. Cécile 回収・訴訟担当チーフ 
Mme Ki Antoine 会計・財務担当チーフ 
Mme OUEDRAOGO/ROUAMBA Colette 管理・財務部長 
Dr KABORE Karim 調達・ロジスティック部長 
M. COULIBALY Seydou 経営監査 
 
必須ジェネリック医薬品・医薬消耗品調達センター（CAMEG）／ボボ・デュラッソ 
M. ILBOURO Félix ボボ・デュラッソ営業所長 
M. SARRE Guillaume ボボ・デュラッソ営業所長代理、管理担当 
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WHO 
Dr. SANOU Thomas Paul HIV 西アフリカ・インターカントリーチーム 
Dr. ZOMBRE Daogo Sosthène  マラリア・プログラム・アドミニストレーター 
 
UNICEF  
Dr. Fernand TOE 保健プロジェクト 副アドミニストレーター 
 
グローバルファンド（Fonds Mondial）  
Dr. TIENDREBENGO Joseph André エイズ・性感染症対策国家委員会、常任秘書官 
Dr. KI/TOE Célestin グローバルファンド・コーディネーター、プログラム担当

 
プラン･ブルキナ（PLAN BURKINA）【NGO】 
Mme IDE/CISSE Fatoumata 管理マネージャー 
M. DRISDELLE Rheal  プログラム･サポート･マネージャー 
Dr. KABA Issoumaila 保健アドバイザー 

M. NITIEMA T. Ambroise  スポンサーシップ・サポート・マネージャー 
M. A. BLAGOGEE Laurent   財務マネージャー 
M. THIOMBIANO Adamo チャイルド・サバイバル・コーディネーター/ 保健担当

 
ブルキナファソ赤十字（Croix-Rouge Burkinabè）   
Mr. MAIGA Wéléti ブルキナファソ赤十字 ブルキナ代表 
Dr. YAMEOGO N. Maxime ブルキナファソ赤十字 保健コーディネーター 
 
オー・バッサン州保健局（DRS Haut-Bassin） 
Mme KONCOBO KABEM Monique オー･バッサン州保健局 薬剤師（局長代理） 
 
セクター15 保健行政区（ボボ・デュラッソ）（District Sanitaire Secteur 15） 
M. OUEDRAOGO Issaka ボボデュラッソ・セクター15 保健区マネージャー 
M. ZONGO Mamadou  環境衛生情報・教育・広報担当部長 
M. YOUGBARE Emmanuel 保健情報・疫病モニタリングセンター補佐 
 
オロダラ保健行政区（District Sanitaire d’Orodara） 
M. DIABY Nouhoun Ahmed オロダラ保健区 衛生関連情報・教育・広報担当部長 
 
ディエリ保健促進センター（CSPS de Dieli） 
M. KANAZOE Madi ディエリ保健促進センター､公衆衛生員 
Mme BAYO Haoua ディエリ保健促進センター、助産師助手（産院長） 
 
セクター24 保健促進センター（ボボ・デュラッソ）（CSPS  Secteur 24） 
M. SOME NAMBAR Emmanuel ボボデュラッソ・セクター24 保健促進センター、看護士

長 
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ボロモ保健行政区（ボロモ緊急外科付医療センター：CMA）（District Sanitaire Boromo） 
Dr. GARANE Florence  ボロモ保健区 医療長 
Mme SOME NEE Dao Kady ボロモ緊急外科付医療センター（CMA）、産院 
Dr. FAHO Bruno ボロモ CMA、薬剤・ラボ室長 
M. LOUROGO Ousseini ボロモ CMA、ラボ室技師 
M. LALLOGO Clément ボロモ CMA、ラボ室技師 
Mme LOUROGO / KABORE Martine ボロモ保健区、環境衛生・教育・広報担当部長【蚊帳販

売担当】 
 
プラトー・サントラル州保健局（DRS Plateau Central） 
Dr. KONFE Salifou プラトー・サントラル州保健区長（在ジナレ） 
Dr. SAWADOGO Boubacar ジナレ保健行政区 医療長 
M. TINGUERI L. Bienvenue ジナレ保健行政区 薬剤師 
M. BAYILI Nébillaié ジガ診療所 看護士長 
Mme COMPAORE Félicité サワナ保健促進センター／助産士補助 
 
農村開発支援（A.D.R.：Appui au Développement du monde Rural）【NGO】 
Mme BATIONO Ida Pélagie A.D.R.代表 
M. DIOP 蚊帳配布担当（旧 PSI の蚊帳配布責任者） 
 
ブルキナ貨物取扱公社（Société Nationale de Transit du Burkina） 
M. Messan LAWASON ブルキナ貨物取扱公社 地域代表 
Mme K. Laurence D’ALMEIDA ブルキナ貨物取扱公社、営業担当 
 
運輸会社（SAFTRANS / HESNAULT BURKINA FASO） 
M. YAGO Laurent エノー・ブルキナファソ社 代表 
Mme OUEDRAOGO Sanata KONE エノー・ブルキナファソ社 営業部長 
 
運輸会社（MAERSK LINE） 
M. Yvan Stéphane OUEDRAOGO 営業担当 
 
ワガドゥグターミナル運営会社（Société d’Exploitation du Terminal de Ouagadougou） 
M. Rodolphe TOE ワガドゥグターミナル運営会社、運営責任者 
Mme K. Laurence D’ALMEIDA ブルキナ貨物取扱公社、営業担当 
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